
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－037） 

 

１ 日本政府は、パラオで 4 月 13・14 日に開催されるアワ・オーシャン会合

（OOC）を支援するため、コロール州政府に浮桟橋（約 40 万ドル）、パラオ国

家通信公社（PNCC）にバッテリー24 個（約 9 万ドル）を提供した。浮桟橋はジ

ェリーフィッシュレイク及びガルメアウス島（Ngermeaus Island）に設置され、

同島のものは OOC 終了後に人気観光スポットであるミルキーウェイに移動され

る予定。バッテリーは OOC 期間中インターネットや電話の安定した接続を確保

するために使用される。 

日本政府は、本会議場となるパラオ国立体育館周辺の道路改修や、パラオ・

ニッポン球場の改修を含む Global Villageの改修工事など、会議の成功のため

に国連プロジェクトサービス機関（UNOPS）と日本国際協力システム（JICS）

を通じてこれまでに総額約 460 万米ドルを提供している。さらに、手続きが完

了次第、OOC開催前に警察車両を引き渡す予定である。 

原文 

（14th January 2022, Island Times） 

※参考：在パラオ日本国大使館（リンク参照） 

 

２ パラオで第 27回警察学校基礎研修（Basic Police Academy）の修了式が開

催された。研修生 35 人中 1/3 は女性であり、30 人は州のレンジャー、入管、

公安、税関、パラオ最高裁判所などの法執行官で、5人は民間人だった。 

 また、法務省の 3 人の部長代理の部長就任宣誓式が行われ、海上警備・魚類

生物保護部長に Temedik Ngireblekuu 氏が就任した。 

原文 

（11th January 2022, Island Times） 

 

３ 2021 年 7 月に「米国、ミクロネシアに軍事基地を建設する計画で合意に達

した」との PACIFIF ISLAND TIMES の記事が事実として国際的に取り上げられた

が（※SRO News 21-018 参照）、これはその時点でも今でも誤りである。（※

この誤解は、）2021 年 7 月中旬にハワイで開催された米国インド太平洋軍司令

部（INDOPACOM）での米・FSM のハイレベル防衛対話後の FSM のプレスリリース

にある「FSM と米国は、米軍の presence をより頻繁かつ恒常的に行う計画につ

いて協力し、両国の安全保障上の相互利益のために、その presenceを FSM内で

一時的および恒常的にどのように構築するかについて、協力することに合意し

た」の一文に基づいているようだ。FSM の報道官は、そのような（※軍事基地

建設の）合意は全く存在しないことを確認したとし、この合意は単に米軍の

presenceを増加させるというものだと述べた。 

https://islandtimes.org/japan-provides-floating-docks-and-deep-cycle-batteries-in-support-of-the-7th-our-ocean-conference/
https://www.palau.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00377.html
https://islandtimes.org/27th-police-academy-graduates-35-cadets-a-third-were-women/


原文 

（29th December 2021, Kaselehlie Press） 

 

４ ミクロネシア連邦（FSM）で 12月 21日、オーストラリア海軍海上監視アド

バイザーの LCDR David Perry 氏と先日任命されたテクニカルアドバイザー

Chief Petty Officer Daniel Ryan氏が、ジョゼス・R・ギャレン司法長官に、

2022 年に引き渡す新ガーディアン級巡視船の供与及びサポートに関する署名済

みの覚書を正式に提出した。 

FSM のパシフィック級巡視船 FSS Micronesia（1990 年引渡し）と FSS 

Independence（同 1997 年）は、2022 年 1 月に処分のためオーストラリアへ向

かう。新造のガーディアン級巡視船の 1隻目である FSS Tosiwo Nakayama（※

SRO News 21-030参照）は、2022年 5月にポンペイに到着する予定。2隻目は、

（※現在３隻あるうちの）最後のパシフィック級巡視船である FSS Palikir

（※1990年引渡し）の処分後、2022年 7月に引き渡される予定。国境管理・海

上監視局長の CMDRスチュワード・ピーター氏は、「これは重要なステップだ」

と述べた。 

原文 

（29th December 2021, Kaselehlie Press） 

※FSM政府プレスリリース（リンク参照） 

 

５ オーストラリアはミクロネシア連邦（FSM）税関に対し、海上境界基本キ

ット（maritime border fundamental kits）を寄贈した。キットには、スマー

トフォン（Small Craft App（※SRO News 21-034 参照）搭載）と捜索キット

（安全手袋、拡大鏡、懐中電灯など）が含まれる。このスマートフォンにより、

FSM 税関職員は、小型船舶の移動に関する情報を表示、報告、分析、共有する

ことができる。オーストラリア政府は、この技術やキットの使用に関する継続

的なトレーニングや指導を通じて、FSMを引き続き支援する予定。 

原文 

（29th December 2021, Kaselehlie Press） 

 

６ マーシャル諸島（RMI）では、5歳以上の人口の 56％が新型コロナウイルス

ワクチンを完全接種し、7％が 1回接種している。また、都市部の成人 2,103人

がブースターを接種しており、これは RMI の成人人口の 10％相当と推定される。

離島では、32％が完全接種、9％が 1回接種であり、進行が遅くなっている。 

原文 

（7th January 2022, Marshall Islands Journal） 

 

７ ソロモン諸島警察は、中国から暴動鎮圧用具を受け取った。ソロモン諸島

の警察庁長官は、「暴動鎮圧用具には盾、ヘルメット、警棒、その他の非殺傷

性装備などで、将来の騒乱に対応する警察の能力を強化するために必要なもの

だ。」と述べる一方、「中国からの支援は、警察の業務や運営に干渉すること

https://gov.fm/index.php/component/content/article/35-pio-articles/news-and-updates/566-the-fss-independence-fss-micronesia-depart-after-more-than-thirty-years-of-service-crews-to-return-with-guardian-class-patrol-boats?Itemid=177


はない。警察は自らの判断で行動する。ソロモン諸島は主権国家である。」と

述べた。今後数カ月で、さらに多くの資機材が届けられる予定。 

原文 

（30th December 2021, Solomon Times） 

 

８ トンガ政府によると、同国の人口約 105,000人のおよそ 84％が火山噴火と

津波の影響を受けた。死者数は 3 名で、マンゴー島で 1 名、ノムカ島で 1 名、

ヌクアロファ在住のイギリス人 1 名が亡くなり、ノムカ島で 8 名が負傷し、フ

ォノイ島で 4 名、ツングア島で 2 名が軽傷を負った。マンゴー島で家と家財が

流された 62名がノムカ島に移った。島間の電話は依然として深刻な問題だが、

一部の島では無線を使用しており、通信を支援する新たな無線局が設置中であ

る。現在、限定的な国際電話が可能であり、通信事業者は政府と協力して完全

復旧に至急取り組んでいる。インターネット接続を限定的にも復旧させるため、

ニュージーランド（NZ）の支援航空機が応急に必要な通信機材を搭載して到着

した。また、津波で切断された光ファイバーケーブルを修理するための船舶が

数日以内にトンガに到着する予定である。 

これまでに NZ 海軍艦艇 2 隻とフィジーの船舶が現地に到着し、NZ の航空機

C-130により2回の物資輸送が実施されている。オーストラリア、英国、日本、

米国からの船舶も、NZ と同様に支援の人員と物資を搭載してトンガに向かって

いる。一方、（※軽石などの）火山から海面への降下物により船舶が損傷する

ため、支援物資の海上輸送に大きな問題があるとトンガ政府は述べている。

また、空港滑走路の火山灰やがれきは除去され、調査飛行や救援物資を運ぶ

航空機の離着陸は実施されているが、国内線は運航を停止している。NZ とオ

ーストラリアからの救援物資の引渡しは、新型コロナウイルスの制限により

非接触で行われている。 

（※首都ヌクアロファでは）地下水ときれいな雨水は飲用可能と確認され

た。一方、トンガの国家緊急オペレーションセンター（National Emergency 

Operations Centre）は、支援を必要とする人々の主な要望は水だと述べた。 

原文 

（23rd January 2022, Radio NZ） 

原文 

（23rd January 2022, OCHA ReliefWeb） 

https://www.solomontimes.com/news/china-hands-over-riot-gear-to-police/11422
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/460032/tongan-eruption-85-percent-of-the-population-impacted-government
https://reliefweb.int/report/tonga/second-official-update-hunga-tonga-hunga-ha-apai-volcanic-eruption-21st-january-2022


 



 
 



 

 
  



 

 

 


